
令和 4年 第 1回積丹町総合教育会議

時

所

日

場

:令和 4年 3月 30日 (水)午後 4時 30分
:総合文化センター 2階 後糸睦者育成対策室

会議 日程

1開 会

2 日程第 1 議案第 1号 積丹町教育大綱の変更について

3 閉 会



議案第 1号

積丹町教育大綱の変更について

積丹町教育大綱の期間を延長するため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

1条の 3第 2項の規定により、積丹町総合教育会議の意見を求める。

積丹町教育大綱の変更について

積丹町教育大綱の一部を次のとおり変更する。

積丹町教育大綱の 1ページ上段見出しを次のように改める。

「

同 2ページ「はじめに」の「3.大綱の期間」中「大綱の期間は、第 5次積丹町総合

計画 (平成 24年度から平成 33年度)の期間の平成 28年度から平成 33年度までの

6年間とします。」を「大綱の期間は、第 5次積丹町総合計画 (平成 24年度から令和

7年度)の期間の平成 28年度から令和 7年度までの 10年間とします。」に改める。

1

積 丹 町 教 育 大 綱

(平成28年度～令和7年度)

豊かな郷土て白ら学び、

地域文化を育お書ぢづくιI



資料 (議案第 1号関係)

積丹町教育大綱の変更 新旧対照表 (下線部分は改正部分)

現  行

子どもたちが元気に単ぴ活動し、町民の誰もが学習、芸術文化や

スポーツ活動に取り組み、豊かな心と安らぎを持てるようこの大綱

を定めます。

教育大網3つの基本方針とその施策

確か攀拳nこと身の
働全育成

□確かな学力の向上

・ 豊かな1いの育成

B健やかな身体の育

成

日信頼される学校づ

くり

B安全・安心な学校

・地上或づくり

田教育I緊境の整備

充実

生産学習の充実

・ 生渥各期における

学習機会の充実

ほ家庭教育の推違

・ 脅少年教育の推進

日成人教育の推進

B高齢者教育の推進

・ 地域学習活動の推

進

文化・スポーツ活動

の娠R

・ 芸術文化活動の振

興

・ 郷土芸能・資料、民

具などの保護と活用

B生渥スポーツの蓄

及と推進

田施設の策遷備と有効

活用

改 正 案

子どもたちが元気に学ぴ活動し、町民の誰もが学習、芸術文イヒや

スポーツ活動に取り組み、豊かな心と安らぎを持てるようこの大イ岡

を定めます。

教育大網3つの基本方針とその施策

積丹町教育大綱
玉 llは 2_皇登感年J】烈|■■J茎 送

鍵白1拶郷土で自ら学ぴ.

地域文化を育お書与づくBI

確かど拳れこと身の
ほ◆育虚

田確かな学力の向上

B豊かなもの育成

・ 健やかな身体の育

成

Bl百頼される学校づ

くり

口安全・安心な学校

・地1或づくり

B教育環境の整備・

充実

生活学習の充察

B生涯各期における

学習機会の充実

田家庭教育の推進

B脅少年教育の推進

出成人教育の推進

a高齢者教育の推進

口地域学習活霞llの 推

進

文化・ДポーV活動

の振興

田芸術文化活動の振

興

・ 郷土芸能・資料、民

具などの保護と活用

・ 生涯スポーツの普

及と推進

B施 設の墾傭と有タカ

活用
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積丹町教育大綱の変更 新旧対照表 (下線部分は改正部分)

現  行

ケ寸 1二 あ  と,

少子高齢化や高度情報化、グロー′ヽル化、核家族化の進展など社会環境の変化
に伴い、価値蜆やライフスタイノレの多様化、さらにはたテと範意識や倫デtJ観の低下、
咆域社会のつながりの希薄化など、社会情勢が大きく変化 している中、国は、次
イ(を 見据えた教育の実行に向け C、 十社会を生き抜く力の装成」、

「米来フヽのパl町と
を実現する人材の合成」、「半びのセーフティーネットの料築」、「袢フ,く りとマ占カ
あるコミュティの形成」のPHつの基本的方向ドlを掲げた「第 2期教育振興基本刊
画」を平成 25年 6月 閣議決定 しました、

また、「地方教育行政のイ巳設友び運営に関する法律の ‐部を改正〕る法律 (平

成 26年法律第 76号 )」 力`、平成 27年 4月 lH施行され、地方敦古行政におけ
る責任の明碓化、辻、速な危機管理体制のIⅢ 築、地方公共団l本の長とィンズ育委員会と
の連税の強化など、制度の抜本的改革が行われました,

本町においても、時代に対応 した人材を育てるため、地域にお1)る 教育の充実
は芸すます重要となつてお り、子どもたちが生き生きと学び市つことができ、サ
′ヽミての lJ代 で生涯にわたり白ら学び、■習成果を地域活動で生かせる kう 、今後
の本町の教育、学術及び文化の振典に関する施策について、その方針を示す 1積

丹町教育大細 1(以 ド 1大綱 Jと いう.)を 定めます

1 大蒋qの 位置 づけ

大細は、F地方教育行政の組織及び運営に関する法律J第 1条の 3に規定さ

れるもので、町長と教育委員会で構成する「総合教育会説」におい(協議・調

整 し、町長が策定 するモ,の です。

2 関連計画との関係

殖井四lにお (す るま ,́づ くりの占えL位計画である「鞘 5次ん(丹 lT総 合汗卜lll」 ヴ)

もと、その生涯■習分野における
'基

本 H標 こある
「
豊かな郷土

‐
こ白ら学び、地

域文化を育む女t,´ うくり」を大綱の基本日棟 |す るととで,に 、1第 51′大幅 |｀ r‖ r

総合計画・基本計画」、十第 5次 l資 舟町社会教育中期計画f」 、十「磁丹町子どモ,・ 十

育 こ支援事業計画 |を 貼ヽまえ策定す /っ t,の とします.

3大 帝曇lの 期 間

大綱の期間は、第 5次下l貨 弁l町総合計画i(平成 z4年度か
')平

成 33年度)の
樹 F.,日 の イ`′Fッ ク R仁 障 ホ ′、ヽェ′偶けt.1仁 睦 ■ マイ

`/】
代任 閣 ,I■ 十

ただし、この期間内において、ィ教育|、三関する村ェ公怜勢の変化や 1第 5次 曲州

町総合計画 1等の関連計画の改0「があった場合は、大綱の児直しイニついて総合

教育会議において適宜協議するt)の とします。

改 正 案

:寸  1ヽ  あ  ι
「

少子高齢化や高度貯報化、グロー/くル化、核家力突化の進展など社会珠境の変化

|こ 伴い、価値観やライフスタイルの多様化、さらには規範意識や倫ヂ早統の低 ド、

地域社会のつながりのおl寧 化など、社会情勢が大きく変化している中、国は、次

代を見据えた教育の実行に向けて、
「
社会を生き抜く力の ,ヽ 成」、十未来への飛躍

を実現する人材の十ョ
｀
成」、f学びのセーフティーネットの料集 |、

「絆づくりと活力

あるコミュディの形成」のとlilつ の基本的方向性を掲1丁 た 1第 2期教育振興基本計

に凸」を平成 25年 6月 閣議決定 しま tン たo

また、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の―部を改正する法律 (平

成 26年法律第 76号 )」 が、平成 27年 4月 1日 施行され、地方教育行政におけ

る責任の明確化、逃速な危機管理体制の機築、地方公共団 14ゝ の長と教育委員会と

の連携の強化など、炸」度の抜本的改革が行われま tン た0

本町において t,、 時代に女1応 した人材を育てるため、地域 1とおける教育の充実

はますます重要となつており、子どもたちが生き生きと学び育つことができ、す

べての世代で生涯にわたり自ら牛び、学習成果を地域活動で生力・ tlる よう、今後

の本町の教育、学術及び文化の振身(1に 関する施嫌について、そのiチブ針を′l、 す i獄

丹世r教育大綱」 (以 ド「大綱」というマ)を定めます ,

1 大綱 の位 置づ け

大綱は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 1条の 3に規定さ

れるもので、町長と教育委員会 Cl卜成する「総合教育会議」に第いて lイお識・醐

堂 し、町長が策定するt)のです.

2 関連計画との関係

積■卜町におけるよサ,づ くりの地 上十立計画である「第 5r入積月耐〕総合計lttl Jの

t,と 、その生雄学宙分野に,,け る基本国線である「世かな郷土 C自 ら■び、地

域文化を育むまらづくり」を大綱の基本口棋 とするととt,に 、
「
第 51人 積井町

総合計画・基本計画 |、
i第 5次 f貨井‖

]‐ 仕会教育中lul計 画ょ、F機 ナ`l町子ども'F
育て支援事業ユ「画Iを略まえ策定するものとします。

3.大 綱 の 期 間

大綱の理問はこ釘5次積丹阿!総 合計th(平
"文

ど4年度から令和7年度)の期
F。日のVF】t28年庁か

'】

令れ 7年貯
=で

の 10年 lril>t´ 主十

ただ tン 、この期間内におい て、教育に関する社会情勢の変化や「第 5次梗丹

町総合計画」等の関連計 l〔
llの 改善丁があつた場合十主、大綱の見直しについて総合

教育会議において適宜協議するモ)の とします.
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